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死亡災害が急増しています！！
福山署管内では、令和６年７月末時点で、労働災害による死亡者数が５人とな

り、昨年１年間の死亡者数を既に超え、過去５年間で最も多く、極めて憂慮すべき
事態となっています。死亡災害が発生している業種は、製造業、接客娯楽業、建設
業、運輸交通業と多岐にわたります。また、休業４日以上の労働災害についても、
令和３年同期比で16％増加しており、全産業において、労働災害による犠牲者をこ
れ以上出さないという強い意志のもと、災害防止に取り組む必要があります。

死亡災害が急増
令和６年７月末時点で既に死亡者数が５人です

(人)

令和３年同時期と比べ、48人増加しています。

広島労働局・福山労働基準監督署
 

 

福山署管内における
死亡災害発生状況の推移

福山労働基準監督署管内（福山市、府中市、神石郡神石高原町）において

交差点で信号待ちをして
いた別のトラックに追突

（運輸交通業）

資材置き場の整理作業
中、階段から転落した

（建設業）
乗船タラップ設置作業中
に、乗船タラップが横転
し、作業員が墜落した

（製造業）

車両整備のため、タイヤ
と車体の隙間に入り込ん
でいたら、車体が下がり
挟まれた（運輸交通業）

芝刈り作業中に蜂に刺
された（接客娯楽業）

（７月末時点）

(人)

福山署管内における
災害発生状況の推移
（各年７月末時点）

休業４日以上の労働災害増加

災害防止のためには、未然に危険性・有害性を把握し、
その危険性・有害性のリスクを低減させるための対策（リスクアセスメント）が不可欠です！

➡リスクアセスメントの基本手順については裏面で確認！

※イラストはイメージです。

福山署管内における労働災害の傾向

福山署管内の死亡災害事例



リスクアセスメントを実施しましょう！

・職場のリスクが明確になる
・職場のリスクに対する認識を管理者を含め、職場全体で共有が可能
・安全対策について、合理的な方法で優先順位を決められる
・残されたリスクについて、「守るべきこと」の理由が明確になる
・職場全員が参加することにより「危険」に対する感受性が高まる

リスクアセスメントの効果
労働災害
の減少に
つながる

ＳＴＥＰ１ 危険性又は有害性の特定

ＳＴＥＰ２ リスクの見積り

ＳＴＥＰ３ 対策の優先度の設定

ＳＴＥＰ４ リスク低減対策の検討・実施

リスクアセスメントの基本手順は４つ

厚生労働省、中央労働災害防止協会「事例で分かる職場のリスクアセスメント」より抜粋

【リスクアセスメント実施例】

リスクアセスメントの基本についてはこちら

「リスクアセスメント」とは、職場の潜在的な危険性又は有害性を

見つけ出し、これを除去、低減するための手法です。
災害が発生していない職場であっても作業の潜在的な危険性や有害性は存在し

ており、これが放置されると、いつかは労働災害が発生します。

そのため、労働災害を防止するためには、リスクアセスメントが必要です。


